
 

 

資料：総合開発研究機構「人口減少と総合国力に関する

研究」，国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資

料集 2004」 

← 
日本の人口の推移（『平成 16 年版
少子化社会白書（全体版）』より転載） 
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

日
本
の
人
口
の
推
移 

奈
良
時
代
の
人
口
が
約
500
万
人
で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で

す
が
、
そ
の
数
値
は
あ
く
ま
で
推
計
で
あ
り
、

近
代
以
前
の
人
口
統
計
は
同
様
に
す
べ
て
推

計
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

我
が
国
で
は
７
世
紀
に
、
最
初
の
全
国
戸
籍

「
庚
午
年
籍
」
が
作
成
さ
れ
、
平
安
時
代
ま
で

続
き
ま
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
現
存
せ
ず
、

具
体
的
な
数
字
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
『
日
本
書
紀
』
等
の
記
述
か
ら
、

戸
籍
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
ば
か
り
で
す
。
そ
の
後
、
奈
良
・

平
安
の
時
代
の
500
年
間
は
、
概
ね
500
万
人
か

ら
600

万
人
く
ら
い
で
推
移
し
た
と
い
う
の

が
、
多
く
の
研
究
者
の
一
致
し
た
見
方
で
す
。 

鎌
倉
か
ら
戦
国
期
の
い
わ
ゆ
る
中
世
の
400

年
間
に
あ
っ
て
は
、
農
業
技
術(

肥
料
・
鉄
製

の
農
具)

の
関
係
で
、
食
料
生
産
が
増
大
し
、

人
口
も
600
万
人
か
ら

1200
万
人
に
倍
増
し
た
と

言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
江
戸
時
代
の
新
田
開

発
等
に
よ
っ
て
、
270
年
後
の
明
治
５
年(

1872)

に
は
、

3480
万
人
に
増
大
し
て
い
ま
す
。 

明
治
４
年(

1871)

に
戸
籍
法
が
公
布
さ
れ
、

以
後
の
人
口
統
計
は
正
確
な
も
の
と
な
り
ま

す
が
、
明
治
45

年(

1912)

に
は

5000

万
人
を
超

え
、
昭
和
11
年(

1936)

に
は
明
治
初
期
の
人
口

の
倍
と
な
る

6925

万
人
に
ま
で
増
加
し
ま
し

た
。 そ

の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
20

年
代
前
半
に
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
迎
え
、
外
地
か

ら
の
引
き
揚
げ
も
加
わ
っ
て
、
昭
和
23
年
に

は
8000
万
人
を
超
え
、
昭
和
31
年(

1956)

に
は

9000

万
人
、
明
治
百
年
と
い
わ
れ
た
昭
和
42

年

(

1967)

に
は
、
つ
い
に
一
億
人
を
突
破
し
ま
し

た
。 

こ
の
よ
う
に
明
治
以
降
の
近
代
日
本
は
、

100
年
間
で
総
人
口
が
三
倍
に
な
る
と
い
う
人

口
拡
大
期
で
、
さ
ら
に
昭
和
46
年
か
ら
４
年

ほ
ど
は
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
と
言
わ

れ
、
人
口
が
急
増
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
人
口

は
増
え
続
け
、
平
成
22
年(

2010)

に
は
一
億

2806

万
人
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
減

少
傾
向
が
見
ら
れ
、
総
務
省
の
統
計
で
は
、
50

年
後
の

2060
年
に
は

8600
万
人
に
ま
で
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。 

明
治
以
降
の
耕
地
・
農
業 

明
治
以
降
の
人
口
の
増
加
に
対
し
て
、
耕
地

面
積
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
で
し
ょ
う

か
？ 江

戸
時
代
に
は
、
幕
府
や
諸
大
名
に
よ
っ

て
、
耕
地
の
拡
大
・
生
産
の
増
大
に
最
大
の
努

力
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
我
が
国
の
耕
地
面
積

は
約
200
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
約
400
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
へ
と
倍
増
し
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で

す
。 そ

の
後
も
、
明
治
43
年(

1910)

の
耕
地
面
積

が
約
510
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
さ
ら
に
昭
和
30
年

(

1955)

が
約
600
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
増
え
続
け
ま

す
。
た
だ
、
以
後
、
減
少
へ
と
転
じ
平
成
18
年

(

2006)

が
約
470

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成
22

年

(

2010)

に
は
423
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
こ
れ

は
概
ね
江
戸
末
期
の
耕
地
面
積
に
当
た
る
数

値
で
す
。 

明
治
以
降
の
耕
地
面
積
の
推
移
は
、
我
が
国

の
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ

の
増
加
は
、
旧
武
士
階
級
の
救
済
に
も
な
る
と

し
て
、
国
を
挙
げ
て
の
開
墾
・
開
拓
が
行
わ
れ

た
結
果
で
す
。
特
に
、
北
海
道
開
拓
使
を
設
け
、

積
極
的
に
北
海
道
の
開
拓
を
進
め
た
結
果
で

も
あ
り
ま
す
（
北
海
道
開
拓
で
は
、
広
い
植
民

区
画
と
散
居
村
落
の
中
で
、
家
畜
を
使
っ
た
欧

米
式
の
畑
作
農
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
当
時
の
開
拓
農
民
の
米
に
対
す
る

執
着
は
強
く
、
品
種
改
良
や
土
地
の
改
良
と
水

利
施
設
の
建
設
が
進
み
、
さ
ら
に
稲
の
栽
培
技

術
が
改
良
さ
れ
た
結
果
、
稲
作
が
拡
張
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
の
全

国
耕
地
面
積
約
400
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
、
北
海

道
は
約
四
分
の
一
の
100
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
水

田
に
限
っ
て
言
え
ば
、
全
国
ｇ
作
付
け
面
積

150
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
、
７
％
の
11
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
、
収
穫
高
日
本
一
を
新
潟
県
と
競
い
合

っ
て
い
ま
す
）
。 

そ
の
後
も
、
増
大
す
る
人
口
を
養
う
た
め
の

食
糧
増
産
が
必
要
と
な
り
、
耕
地
面
積
は
増
大

し
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ
、
昭
和
30
年
代
後

半
か
ら
は
、
工
業
の
発
展
の
た
め
多
く
の
工
場

用
地
が
必
要
に
な
り
耕
地
面
積
は
減
少
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
耕
地
面
積
の
推
移
の
み
か
ら

考
え
る
と
、
今
日
の
我
が
国
で
は
、
明
治
初
期

と
同
じ
く
ら
い
の

3000
数
百
万
人
分
し
か
食
料

を
自
給
で
き
な
い
計
算
に
な
り
ま
す
。
現
在
の

食
糧
自
給
率
が
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
39
％

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
現
状
で
は

5000
万
人

強
分
の
食
糧
生
産
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、

耕
地
面
積
の
大
小
の
み
で
、
食
糧
自
給
率
を
論

じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
、
自
明
の
理
で
す

が
！ 明

治
維
新
後
、
政
府
は
、
欧
米
に
追
い
つ
く

た
め
に
欧
米
文
化
を
導
入
し
、
殖
産
興
業
と
富

国
強
兵
策
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

も
、
政
府
は
財
政
基
盤
の
強
化
に
迫
ら
れ
、
廃

藩
置
県
・
田
畑
永
代
売
買
禁
止
の
解
除
な
ど
、

土
地
に
対
す
る
封
建
的
な
制
度
を
廃
止
し
た

上
で
、
徴
兵
令
・
学
制
と
な
ら
ぶ
三
大
改
革
と

も
言
う
べ
き
地
租
改
正
を
実
施
し
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
全
国
の
土
地
を
測
量
し
、
地
主
や
自
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校歌に謳われた沃野（その４） 
先人たちがつくり上げてくれた沃野が，私たちの生活を支えてきました。しかし

現在，多くの食糧が輸入に頼っている状況(中でも，小麦・大豆・トウモロコシなどは

ほぼ全量が輸入)は看過できないものがあります。現在進められているＴＰＰ(環

太平洋戦略的経済連携協定)交渉からも目を離すことができません。私たちの生

活の基盤である「食糧」問題は，避けて通れない事柄であり，農業全体について，

日本人全体が考え直す時期に至ったのではないでしょうか。 



 

 筑波山山麓の美田（上は土浦市内で，左は

つくば市内で筑波山を仰ぎ見た風景です） 

作
農
に
地
券
を
交
付
し
、
土
地
の
所
有
権
を
認

め
る
と
と
も
に
、
土
地
の
所
有
者
に
地
価
の

３
％
を
地
租
と
し
て
納
入
さ
せ
る
も
の
で
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
土
地
所
有
者
の
生
産
意
欲

は
向
上
し
、
民
間
資
本
に
よ
る
耕
地
開
発
が
積

極
的
に
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
耕
地
開
発
や
用
排
水
の
改
良

整
備
を
可
能
に
し
た
要
因
は
、
従
来
の
伝
統
的

農
業
土
木
技
術
に
加
え
、
セ
メ
ン
ト
・
ポ
ン

プ
・
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
に
代
表
さ
れ
る
欧
米
の
最

新
土
木
技
術
の
積
極
的
な
導
入
で
し
た
。 

ま
た
、
「
水
利
組
合
条
令(

明
22)

」
・
「
耕

地
整
理
法(

明
32)

」・｢

水
利
組
合
法(

明
41)｣

な
ど
の
法
整
備
に
よ
る
土
地
や
農
業
水
利
の

制
度
的
な
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
も
大
き

か
っ
た
の
で
す
。
食
糧
生
産
の
増
強
を
は
か
る

た
め
に
は
、
耕
地
を
水
害
か
ら
守
り
、
新
た
な

土
地
を
開
発
す
る
た
め
に
も
、
治
水
は
必
要
不

可
欠
の
問
題
で
す
。 

明
治
期
以
降
は
、
江
戸
期
に
発
達
し
た
河
川

舟
運
の
衰
退
と
と
も
に
、
河
川
工
事
も
舟
運
の

た
め
の
「
低
水
工
事
」
か
ら
河
川
に
堤
防
を
築

い
て
洪
水
を
防
ぐ
た
め
の
「
高
水
工
事
」
へ
と

転
じ
ま
し
た
。
法
的
に
も
、
明
治
29
年
の
全

国
的
な
大
洪
水
を
契
機
と
し
て
、「
河
川
法
」
・

「
砂
防
法
」
・
「
森
林
法
」
が
制
定
さ
れ
、
治

水
の
制
度
が
整
備
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
結

果
、
淀
川
・
利
根
川
・
信
濃
川
・
筑
後
川
な
ど

主
要
14
河
川
は
内
務
省
が
直
轄
し
て
、
他
は

各
府
県
が
改
修
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
全

国
的
に
河
川
の
管
理
が
行
き
届
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。
な
お
、
河
川
法
施
行
に
際
し
て
、

す
で
に
存
在
し
て
い
る
農
業
用
水
な
ど
は
法

に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
（
既

存
の
農
業
用
水
の
権
利
が
法
的
に
認
め
ら
れ

た
）
、
農
業
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
耕
地
の
開
発
や
改
良
整
備
の

技
術
的
・
制
度
的
基
礎
が
体
系
化
さ
れ
、
基
盤

整
備
が
近
代
国
家
の
中
心
的
施
策
と
し
て
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
口
増
を
補
う
食
糧

の
増
産
体
制
も
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

 
 
 

今
後
の
日
本
の
農
業 

 

明
治
以
降
、
増
え
続
け
る
人
口
と
生
活
向

上
に
よ
る
食
糧
需
要
増
を
ま
か
な
う
た
め
に
、

米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
増
産
が
、
食
糧

供
給
を
安
定
化
す
る
と
い
う
目
的
で
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
灌
漑
排
水
技

術
の
導
入
に
よ
り
水
田
を
「
乾
田
化
」
し
、
表

作
に
稲
、
裏
作
に
麦
等
を
栽
培
す
る
な
ど
の
土

地
利
用
率
の
向
上
が
す
す
め
ら
れ
、
食
糧
生
産

の
量
的
増
大
が
は
か
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
そ

の
間
、
家
畜
の
下
肥
・
金
肥
（
大
豆
か
す
や
魚

粉
な
ど
）
、
や
が
て
は
化
学
肥
料
を
大
量
に
投

入
し
、
生
産
性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

た
だ
、
肥
料
の
大
量
投
入
に
よ
る
、
作
物
の

長
大
化
と
倒
伏
、
雑
草
や
病
害
虫
の
問
題
が
発

生
す
る
の
で
す
が
、
農
薬
の
使
用
と
品
種
の
改

良
、
さ
ら
に
は
農
具
・
農
法
の
改
革
に
よ
っ
て

土
地
を
深
く
耕
す
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
こ
う
し

た
問
題
を
克
服
し
て
い
っ
た
の
で
す
。 

1960
年
代
に
な
る
と
、
農
業
の
機
械
化
が
す
す

み
、
機
械
化
は
無
理
と
考
え
ら
れ
て
い
た
稲
作

で
も
、
70
年
代
に
は
い
る
と
急
速
な
機
械
化

が
は
か
ら
れ
、
今
日
で
は
、
稲
作
が
最
も
人
手

の
い
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
同
時
に
60
年
代
以
降
の
高
度
経

済
成
長
期
以
降
は
、
既
述
の
と
お
り
、
農
地
の

工
場
用
地
や
住
宅
地
へ
の
転
用
が
す
す
み
、
さ

ら
に
は
農
業
就
業
者
の
減
少
・
老
齢
化
な
ど
多

く
の
問
題
が
あ
り
、
今
後
の
安
定
的
な
食
糧
生

産
を
危
惧
す
る
考
え
方
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。 

農
業
大
県
い
ば
ら
き 

茨
城
県
は
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
広
大

な
農
地
が
開
か
れ
、
温
和
な
気
候
、
大
消
費
地

東
京
に
近
い
な
ど
、
生
産
・
販
売
条
件
に
も
恵

ま
れ
、
全
国
屈
指
の
農
業
県
と
し
て
発
展
し
、

県
内
外
の
消
費
者
へ
の
食
料
供
給
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
園
芸
農

業
は
、
県
の
農
業
産
出
額
全
体
の
約
５
割
を
占

め
て
お
り
、
全
国
シ
ェ
ア
の
上
位
を
占
め
る
園

芸
品
目
が
数
多
く
あ
り
ま
す
（
全
国
１
位
：
メ

ロ
ン
、
ピ
ー
マ
ン
、
レ
ン
コ
ン
、
ミ
ズ
ナ
、
チ

ン
ゲ
ン
サ
イ
、
ク
リ
、
ミ
ツ
バ
、
ホ
シ
イ
モ
。

全
国
２
位
：
ハ
ク
サ
イ
、
レ
タ
ス
、
ナ
シ
、
ゴ

ボ
ウ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
パ
セ
リ
。
全
国
３
位
：

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ネ
ギ
、
ニ
ラ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
シ
ソ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
）
。
東
京
都

中
央
卸
売
市
場
に
は
150
品
目
も
の
青
果
物
が

出
荷
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
青
果
物
取
扱
金
額
は

全
国
１
位
の
552
億
円
、
平
成
16
年
か
ら
ト
ッ

プ
の
座
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
東
京
の

台
所
を
茨
城
が
支
え
て
い
ま
す
。 

茨
城
県
は
、
北
で
採
れ
る
農
産
物
の
南
限
、

南
で
採
れ
る
農
産
物
の
北
限
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
暖
か
い
地
方
で
な
け
れ
ば

育
た
な
い
ミ
カ
ン
と
、
寒
い
地
方
で
し
か
育
た

な
い
リ
ン
ゴ
。
こ
の
２
つ
の
農
産
物
を
商
品
と

し
て
生
産
さ
れ
る
県
は
、
茨
城
県
ぐ
ら
い
で

す
。(

た
だ
し
、
山
口
県
で
も
、
中
国
山
地
の

山
間
部
で
リ
ン
ゴ
が
生
産
さ
れ
、
そ
し
て
夏
み

か
ん
の
生
産
も
有
名
で
す
。
山
口
県
下
の
道
路

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
夏
み
か
ん
色
で
す) 

農
業
（
食
料
自
給
）
は
国
の
基
本
で
す
。
豊

か
な
農
産
物
を
産
出
す
る
茨
城
県
の
農
業
は
、

「
安
全
・
安
心
」
で
「
高
品
質
」
な
農
産
物
を

安
定
的
に
供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
が
認

め
る
ブ
ラ
ン
ド
品
と
な
る
よ
う
な
、
す
ぐ
れ
た

加
工
品
を
も
創
り
出
し
て
い
く
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。 

※ 

茨
城
の
統
計 

耕
地
面
積
（
Ｈ
22
）
17.5
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
全

国
２
位
）
・
農
家
戸
数
（
Ｈ
22
）
10.3
万
戸 

（
全

国
２
位
）
・
農
業
産
出
額
（
Ｈ
21
）
4170
億
円
（
全

国
２
位
）
う
ち
園
芸
部
門 

2044
億
円
（
全
国
３
位
） 

  

                      

   

次
号
は
「
筑
波
山
・
一
望
」
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
に
し
ま
す
。 

（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
・
松
井
泰
寿
） 


